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長崎ＥＶ＆ＩＴＳプロジェクトの概要
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長崎県位置図

・ 長崎市も位置するいわゆる本土地区と、
五島列島（五島市・新上五島町）、
壱岐及び対馬の三大離島からなる。

・ 人 口： １,４５８,４０４人

・ 世 帯 数： ６０７,４６５世帯

・ 面 積： ４,１０４．４８ｋ㎡

・ 車保有台数： ８９１,５４４台

※ 海岸線延長は、４,１９６ｋｍで、全国の
１２％を占めており、 北方領土を除くと
全国１位。

五島列島

人 口： ６７,０４６人
世 帯 数： ３１,３７５世帯
面 積： ６３４.７８ｋ㎡
車保有台数： ３９,３３４台

五島と本土を結ぶ全長５３ｋｍの

日本一長い電力海底ケーブル（九州電力）

対馬

壱岐

本土五島

N

長崎市

２０ｋｍ

九州

長崎県

五島市

新上五島町

長崎・五島

○「長崎ＥＶ・ＰＨＶタウン構想」

国から選定された８都府県のＥＶ・ＰＨＶ

タウンのうち、京都以西で唯一の選定。

○離島の活性化

県の４割を占める離島における人口減少

問題の解決には、産業・雇用創出が必要。

○世界遺産登録への取組み

「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」

は平成１９年１月に暫定リスト登録済。

本登録に向け環境先進地をアピール。

○ＥＶ導入による電力需要増

離島における電力需要増は必ずしも石油

消費の削減には直結しない。
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＜プロジェクト目標＞
長崎ＥＶ＆ＩＴＳコンソーシアム（長崎ＥＶ＆ＩＴＳプロジェクトを推進するため、産学官で組織した協議会）
の議論を踏まえた「ＥＶと観光ＩＴＳの配備・運用」や「エネルギーシステムとＥＶに係るモデル実証」など
の実施と、当プロジェクトを契機とした地元企業や大学の連携を促進することにより「長崎発世界標
準」や「長崎発地域型ビジネスモデル」を創造する。

※ＥＶ＝電気自動車、ＩＴＳ＝高度道路交通システム

長崎ＥＶ＆ＩＴＳプロジェクトの概要

☆ ＥＶと観光ＩＴＳの配備・運用

◎ 平成２１年度は、レンタカー等として電気自動車を導入し、充電設備等を設置。

◆五島地区のレンタカー等に、ＩＴＳ車載器を設置した電気自動車を１００台導入。

◆急速充電器：２箇所４基設置済（３月末）。さらに６箇所１１基を６月末までに設置。

◆地元の観光情報を次世代ＩＴＳを通じて発信。
→下・上五島に各１０観光ルートをＩＴＳ車載器に登録済

◎ 平成２２年度以降、五島での導入状況を踏まえ、電気自動車等のレンタカー以外のタクシーや
一般車への導入、他の地域への展開。

※レンタカー利用実績
１９社５８５台（五島市：１２社４８８台、新上五島町：７社９７台）
（Ｈ２２年６月４日現在）
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長崎ＥＶ＆ＩＴＳ（エビッツ）プロジェクト： 未来型ドライブ観光のイメージ

３．ＩＴＳによるオプショナルツアーへの誘導

４．ＩＴＳ自動代金決済

１．公共交通手段とＥＶレンタカーの連携

２．急速充電器、DSRCなどインフラ整備

長崎新幹線ジェットフォイル

お土産代

..¥画像¥P1010679.JPG

レンタカー代

エコで静かなEVで快適観光!

スムースに五島へ

EV

世界遺産教会群をクリーンに巡る旅へ

地元の良さをふんだんに体験

観光している間
に充電完了

カーナビで観光
ルートを設定。
観光情報、特産品、
イベントなど案内。

駐車料金 充電料宿泊予約

各種オプションツアーをカーナビで
自由に選択、カーナビが自動誘導

様々な料金を精算

未来型ドライブ観光

食事代

目的： EVと観光ITSの実配備・運用、スマートコミュニティ実証、地域発世界標準モデル構築



CHAdeMO協議会第3回整備部会

Copyright©2010 Nagasaki EV&ITS Consortium. All rights reserved. 

五島の例の
地図を入れる

父ヶ岳 (467ｍ)

三王山 (439ｍ)

凡例

急速充電機
レンタカー業者
EVレンタカー x 1
EVレンタカー x 10
観光スポット, 港

うどんの里 / 有川港

青砂ヶ浦教会

頭ヶ島教会

道の駅 遣唐使ふるさと館

堂崎教会

大瀬崎展望台

福江港

奈良尾港

津和崎灯台現在の設置状況

五島市 ＥＶ車
６５台（H22.3月末）

新上五島町 ＥＶ車
３５台（H22.3月末）

急速充電器（２基） H22.3月末
【五島うどんの里／有川港】

急速充電器（２基） H22.6月
【奈良尾港ターミナル】

急速充電器（２基） H22.6月
【新上五島町役場】

急速充電器（２基） H22.6月
【福江港ターミナル】

急速充電器（１基） H22.6月
【宮の森総合公園キャンプ場】

江上天主堂

旧五輪教会堂

急速充電器（２基） H22.6月
【富江温泉センター】

大曽教会

急速充電器（２基） H22.3月末
【道の駅 遣唐使ふるさと館】

急速充電器（２基） H22.6月
【玉之浦カントリーパーク】
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目的： ＜ＥＶと観光ＩＴＳの実配備・運用＞、＜地域発で全国に通用するルール化・標準化を行うプロジェクトの遂行＞、
＜環境、観光を軸とした地域振興・産業振興の実現＞、＜エネルギーシステムとＥＶに係るモデル実証＞ 等

長崎ＥＶ＆ＩＴＳコンソーシアム(エビッツ）

ＷＧ1 EV・充電設備関連 ＷＧ3 ｺﾝﾃﾝﾂ関連ＷＧ2 ITSｲﾝﾌﾗ関連

事務局

（ＷＧ長）
長崎県立大学国際情報学部森
田均教授

①関係機関
市町・県
地元企業・団体
情報関連企業
観光関連企業
等

仕様
⇒全国仕様

仕様
⇒全国仕様

理事会

（ＷＧ長）
慶應義塾大学理工学部
西宏章准教授

①関係機関
市町・県
電力事業者等

②検討項目
・太陽光発電を活かした

マイクログリッド、スマート
グリッドなど、エネルギーの
地産地消の検討 等

WGでの検討を通じ、技
術的要件、機能
要件を提示。

会長：川嶋慶應義塾大学名誉教授

長崎県・五島市・新上五島町・長崎河川国道事務所

会長、副会長、
ＷＧ統括長、ＷＧ長、
国交省、経産省、
ＨＩＤＯ、事務局
（別添）

コンソーシアムに参加・検討結果を
基に実配備等実施。

五島市・新上五島町地
元協議会

五島市・新上五島町地
元協議会

ＷＧ間の横の連係も確保

ＷＧ4 ｴｺｱｲﾗﾝﾄﾞ関連

（ＷＧ統括長）慶應義塾大学
先導研究ｾﾝﾀｰ太田純教授

副会長：九州電力（株）上席執行役員
梨田一海経営企画部副本部長

②検討項目
・ニーズ把握
・サービス定義、

フォーマット化
・コンテンツ整備
・地域情報の

収集・提供等の
運用方法
等

（ＷＧ長）
東京大学生産技術研究所牧
野浩志准教授

①関係機関
電気メーカー
通信機メーカー等

②検討項目
・ITS車載器スペック
・多言語対応
・DSRC、テレマティクス

活用場面整理
・決済サービス（ＥＴＣ等）
等

（ＷＧ長）
(財)日本自動車研究所
ＦＣ・ＥＶ研究部荻野法一
企画･実証ｸﾞﾙｰﾌﾟ長

①関係機関
電力事業者
自動車メーカー
充電器メーカー等

②検討項目
・EV導入・利用計画
・充電設備スペック、配備計画
・ＥＶとＩＴＳの連携（ＣＡＮ
Ｉ／Ｆ） 等

長崎ＥＶ＆ＩＴＳコンソーシアム（長崎エビッツ）の目的と推進体制

・各ワーキンググループの参加メンバーを募集中
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　いすゞ自動車（株） 　アイティースペース（株） 　（株）ＡＮＡ総合研究所 　一般社団法人ＩＴＳサービス推進機構（ＩＳＰＡ）

　トヨタ自動車（株） 　いろどり工房 　（株）ＮＴＴデータ 　特定非営利活動法人　ＩＴＳ　Ｊａｐａｎ
　日産自動車（株） 　扇精光（株） 　エヌ・ティ・ティ・データ・カスタマサービス（株） 　インターネットＩＴＳ協議会
　富士重工業（株） 　（株）亀山電機 　（有）ＭＥＣ 　慶応義塾大学
　三菱自動車工業（株） 　川上建設工業（株） 　（株）オリエンタルコンサルタンツ 　佐世保工業高等専門学校

　協和機電工業（株） 　ＫＤＤＩ（株） 　（社）電子情報技術産業協会（ＪＥＩＴＡ）
　ケービーソフトウェア（株） 　（株）キューキ 　東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター

　五島風力発電（株） 　九州電力（株） 　　 （ＩＴＳセンター）
　アイシン・エィ・ダブリュ（株） 　 　五島市商工会 　（株）コンテンツシティ 　（財）九州経済調査協会
　アルパイン（株） 　西肥情報サービス（株） 　ＣＢＣ（株） 　（財）道路システム高度化推進機構
　沖電気工業（株） 　佐世保重工業（株） 　清水建設（株） 　（財）道路新産業開発機構
　クラリオン（株） 　ＳＥＡ　ＡＬＬ（株） 　新電元工業（株） 　長崎大学
　（株）デンソー九州 　システムファイブ（株） 　（株）ジェイティービー 　長崎県立大学
　（株）豊田自動織機 　（株）ジーエスエレテック九州 　住友電気工業（株） 　長崎総合科学大学
　（株）豊通エレクトロニクス 　（有）スーパーウェア,インク 　セグウェイジャパン（株） 　（財）日本自動車研究所
　日本電気（株） 　長菱制御システム（株） 　（株）ゼンリンデータコム 　早稲田大学総合機械工業科教授
　パイオニア（株） 　長崎環境・エネルギー産業ネットワーク 　（株）長大
　パナソニック システム 　（社）長崎県観光連盟 　dSPACE Japan（株）
　　　ソリューションズジャパン（株） 　（財）長崎県産業振興財団 　 東京電力（株）技術開発研究所電動推進グループ

　（株）日立製作所 　長崎県自動車関連産業振興協議会 　西鉄情報システム（株） 　経済産業省
　富士通（株） 　長崎県商工会議所連合会 　ニシム電子工業（株） 　国土交通省 
　三菱電機（株） 　長崎県商工会連合会 　ニチコン（株） 　観光庁

　（社）長崎県情報産業協会 　日本工営（株） 　国土技術政策総合研究所
　（社）長崎県タクシー協会 　日本ユニシス（株） 　環境省 九州地方環境事務所
　長崎県中小企業団体中央会 　パーク２４（株） 　神奈川県

　長崎市、佐世保市、島原市 　長崎県レンタカー協会 　（株）博報堂 　愛知県
　諫早市、大村市、平戸市 　西九州組込み技術コミュニティ（ＮＥＴーＣ） 　パシフィックコンサルタンツ（株） 　京都府
　松浦市、五島市、西海市 　西そのぎ商工会 　（株）パトライト 　京都市
　雲仙市、南島原市 　（株）ＰＡＬ構造 　復建調査設計（株）
　長与町、時津町、川棚町 　（有）ホップ 　三井物産（株）
　鹿町町、小値賀町、新上五島町 　三菱重工業（株）長崎造船所 　 三菱重工業（株）エネルギー・環境事業統括戦略室

　（有）ミヤビ設計 　 三菱重工業（株）原動機事業本部太陽電池事業ユニット

　山田電機工業（株） 　（株）明電舎
　矢崎総業（株）

コンソーシアム設立会議 Ｈ２１.１０.８ 開催
参加団体数 126団体（H22.5.20現在）

自動車メーカー

○当初参加者に加えて、公募によって今後も参加者を募る予定

電機・カーナビメーカー

地場企業・団体等 情報・ｲﾝﾌﾗ関連企業等 学識者・業界団体等

地元市町

国・都道府県等（オブザーバー等）

（区分毎・五十音順。但し、地元市町は建制順）

長崎ＥＶ＆ＩＴＳコンソーシアム（長崎エビッツ）参加者



CHAdeMO協議会第3回整備部会

Copyright©2010 Nagasaki EV&ITS Consortium. All rights reserved. 

ＷＧ４における取組み：
ＥＶ・ＰＨＶマイクログリッドの検討事例案

商用系統

time

kW

time

kW

time

kW

発電機

time

kW

メガソーラー

こうした波のある太陽光による発電に
対し、反転した波形の電気を作れば平
滑化する

受電点

リチウムイオン電池＋
発電機

time

kW

太陽が出ている時だけ発電

→ 発電量に波がある
ほぼ平滑化される（商用電力

並みに少しでも近づける）

リチウムイオン電池や、

分散発電機を制御し、

反転波形を生成

ＥＶに搭載されたリチウムイオン電池

①電気自動車がレンタカーだけでなく、一般車両にも普及 →本土に渡航の際、港での駐車中に充電。
②太陽光発電は昼間しか発電せず、天候により発電量に波がある。
③駐車中のＥＶ・ＰＨＶをマイクログリッドの蓄電池として活用。

→ＥＶ・ＰＨＶに搭載するリチウムイオン電池から電力を取り出し、太陽光による波のある発電と反対波形
を生成するよう制御し平準化。

④電気事業法や道路運送車両法等の規制との関係の整理、要すれば“特区申請”も検討など
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太陽光パネル設置箇所
電気自動車充電箇所福江港

ターミナル（駐車場）

福江港平面図

太陽光発電イメージ

１．背景・目的
電気自動車の普及促進のため、充電施設等のインフラ整備を行う。

２．計画の概要
福江港の埋立地において太陽光発電により発電し、駐車場での電気自動車の充電用電源及び港湾空間内での消費
電力として供給。（施設面積：１．５ha、システム容量：約２ＭＷ、年間予想発電量：１，８１８千kwｈ）

◎太陽光発電の効果
★電気自動車の充電台数

に換算すると、
1日で約２３７台分に相当

★福江港ﾀｰﾐﾅﾙ・照明等で
の電気使用量の約３.８倍
の発電量

◎事業メリット
★離島住民が本土に渡航

の際、港ﾀｰﾐﾅﾙで駐車中
に充電を可能に。

★ＰＲ施設（学習施設、ｿｰ
ﾗｰｶｰｻｰｷｯﾄ等）を併設し、
市民・観光客への普及啓
発による交流人口の増。

送電線

ＷＧ４における取組み：
“福ＥＣＯ～パーキング”（福江港） － 港湾・空港における環境対策の取組（案） －
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総務省事業
「長崎県 五島列島における通信プロトコル等

の検証のための地域実証」

プロジェクト代表：

慶応義塾大学 理工学部

西 宏章 准教授
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２．長崎EV&ITS様事業との関連

３．事業の実施内容



CHAdeMO協議会第3回整備部会
１．総務省公募概要

総務省 平成21年度第2次補正予算「ネットワーク統合制御システム標準化等推進事業」及び
「環境負荷軽減型地域ICTシステム基盤確立事業」に係る提案の公募

プロジェクト期間 平成２２年７月～平成２３年３月〔福江での実証期間：平成２３年１月～２月（予定）〕

公募名

事業概要
住宅地域、商業施設等の多様な要素で構成されるコミュニティにおいて、環境負荷低減に資
するICTシステムを実現するために必要な通信プロトコル等の技術規格を検証する

提案内容

≪課題３：通信プロトコル等の検証のための地域実証≫
長崎県五島市の港湾ターミナルを中心とし、既に独立して策定されている各種標準化案件
（通信網・通信QoS・セキュリティ・情報家電・EV/ITS・スマートグリッド）を利用し、それらを統合
する通信システムを構築するための地域実証

実証地域 福江港ターミナル（長崎県五島市）を中心とした五島列島での実施

福江港ターミナル
及び

五島列島における
実施内容

・リソース情報の取得・管理・活用方法、及び標準技術規格の検討
-系統電力使用実績の取得
-太陽光パネルの設置、使用実績の取得

・環境情報の取得・管理・活用方法、及び標準技術規格の検討
-センサ情報の取得
-位置情報、使用実績の取得

検証内容
①技術規格に関する検証
②地域実証環境としてのICT基盤に関する検証
③CO2削減に関する検証

Copyright©2010 Keio University. All rights reserved. 



CHAdeMO協議会第3回整備部会２．長崎EV&ITSとの関連① – スマートコミュニティへの要求事項

中規模ビル

大規模ビル

供給サイド 需要サイド

①電力需給管理：需給予測、発電指令、需要調整
②発電量予測・管理：太陽光／風力発電の発電量予測
③需要予測・管理：スマートメーターによる検針・需要量把握
④デマンドレスポンス管理：スマートハウス、スマートビルのデマンド制御
⑤EV需要予測・制御：充電インフラ、パーキングの需要予測・制御

①電力需給管理：需給予測、発電指令、需要調整
②発電量予測・管理：太陽光／風力発電の発電量予測
③需要予測・管理：スマートメーターによる検針・需要量把握
④デマンドレスポンス管理：スマートハウス、スマートビルのデマンド制御
⑤EV需要予測・制御：充電インフラ、パーキングの需要予測・制御

送電網

スマートハウス

電力会社

充電インフラネットワーク

変電所

②

③

⑤

④

①

ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆﾃｨを実現する５つの領域ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆﾃｨを実現する５つの領域

コントロールセンタ

スマートコミュニティを実現するICT基盤への要求事項

電力の流れ

情報の流れ

蓄電池

太陽光発電

風力発電

火力発電

Copyright©2010 Keio University. All rights reserved. 
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２．長崎EV&ITSとの関連② - EV及び充電器への要求事項

充電器 充電インフラセンタ

・利用者認証
（ICカード、EV本体による認証）

・充電スタンド情報の取得
（利用実績、使用電力量、故障検知）

・利用者管理、認証

・充電スタンド情報管理
（利用実績、使用電力量、故障検知、満空情報、予約）

・ユーザへの充電スタンド情報提供

・EV電力需要管理・予測

EVおよび充電スタンドに求められる要求事項

①運用観点 ：利用者の利便性と安心感・運営の効率性を向上する、マンパワーに拠らない自立的な仕組の実現。

②スマートグリッド観点 ：EVをエネルギーリソースと見立てた需要管理・需要誘導。（及び将来的なVtoGの基礎の構築）

平成２１年度平成２１年度 株式会社ＮＴＴデータ株式会社ＮＴＴデータ
電気自動車普及環境整備実証事業電気自動車普及環境整備実証事業

充電スタンド利用カード充電スタンド利用カード

平成２１年度平成２１年度 株式会社ＮＴＴデータ株式会社ＮＴＴデータ
電気自動車普及環境整備実証事業電気自動車普及環境整備実証事業

充電スタンド利用カード充電スタンド利用カード

EV（電池）モニタリング

・EVプローブ取得の取得
（走行状況、電池状況などの実績）

・認証情報 ・認証情報
・充電スタンド情報
・使用電力情報

・EVデータ
（プローブ情報など）

・最適充電
スタンド情報

・充電完了通知

・EVデータ
（位置情報、電池情報など）

・最適充電
スタンド情報

・EVデータ
（プローブ情報）

スマート
コミュニティ

センタ

・使用電力情報

・ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾚｽﾎﾟﾝｽ

・ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾚｽﾎﾟﾝｽ

カーナビゲーション

・EVプローブ情報の表示
・充電スタンド情報の表示

（満空、故障、最寄など）

ITSセンタ

・EV利用ステータス情報、プローブ情報の取得

・カーナビゲーションへの充電スタンド情報提供

携帯・PC

・EV利用ステータス情報の表示
（空き情報、位置情報、充電状況など）

・充電スタンド情報の表示
（満空、故障、最寄など）

・充電スタンドの予約

・充電完了、予約完了メール

Copyright©2010 Keio University. All rights reserved. 
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通信の標準化

通信の標準化に向け、 End-to-Endにおいて要求事項を満たす統一的で柔軟なICT環境を実現

スマートグリッド

コントロールセンタ太陽光発電

風力発電

系統発電

再生可能エネルギー
住宅

ビル

HEMS

BEMS

ユーザー（固定）

ユーザ（移動）

RMSN

RESN

FW

FW

FW

一 般 無 線 網
（携帯電話等）

一 般 公 衆 網
（インターネット等）

スマードグリット専用網
（高速固定通信）

RESN

ﾈｯﾄﾜｰｸ制御ﾈｯﾄﾜｰｸ制御

FW

FW

蓄電池

他スマートコミュニティ

スマートグリッド ネットワークへの要求事項

柔軟性
・ノード変更や地域連携に対応

柔軟性
・ノード変更や地域連携に対応

統一的
・様々な機器を統一的に制御

統一的
・様々な機器を統一的に制御

セキュア
・攻撃、故障、災害への対応

セキュア
・攻撃、故障、災害への対応

高品質
・RASISを確保

高品質
・RASISを確保

中立的
・技術的に中立である事

中立的
・技術的に中立である事

技術標準への対応（NIST、IEEE P2030など）技術標準への対応（NIST、IEEE P2030など）

EV

充電

ｽﾀﾝﾄﾞEV・

ITS

センタ

Copyright©2010 Keio University. All rights reserved. 
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IEEE P2030IEEE 802.3

IEEE 802.11

IEEE P1090

IEEE 802.15

IEEE SCC21ITU-T SG15

ITU-T SG9

IETF

OCC ISO/IEC 27000

TCG

ISO/TC204

CHAdeMO

展開したい通信サービス 構築したいアプリケーション

共通プラットフォーム

IEC61968

IEC60870-6

IEC61850

DNP3

IEC1547

IEEC37.118

IEC61968/70

OpenADR

ISO16484-5

ANSI C12.19

OpenHAN

UPnP/DLNA

Jini

ECHONET

ITS・EVセキュリティ通信QoS 情報家電通信網 電力網
スマート
グリッド

ITU-T SG12

ZigBee SEP

NIST SP 800-82

IEEE1686-2007

標準化ターゲット

メタスタンダード、およびX2Gにおける通信を議論

展開したいサービスや構築したいアプリケーションを柔軟に設計できる「メタスタンダード」を策定

Copyright©2010 Keio University. All rights reserved. 
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情報体系化・通信技術標準化

シミュレータからの
データ取得

シミュレータからの
データ取得

再生可能エネルギー
（福江港ターミナル）

再生可能エネルギー
（福江港ターミナル）

３．事業の実施内容 – 事業概要

これまでに示した通り、統制的なスマートコミュニティを実現するには、その情報を適切にコントロールする必要がある。

今回の実証事業ではスマートコミュニティのリソースを適切に管理するためのICT基盤を構築し、供給側、需要家側の
実績データを収集・蓄積・管理し、情報の高度活用の検討を行う。

アプリケーションアプリケーション

スマート
コミュニティ
インフラ

スマート
コミュニティ
インフラ

リソース管理データベースリソース管理データベース

リソース情報

モビリティ
インフラ

モビリティ
インフラ

利用者情報

リソース指向
環境センサー
ネットワーク

【RESN】

ネットワークネットワーク

通信制御通信制御

端末管理端末管理

NW監視NW監視

供給サイド リソース管理センター 需要家サイド

凡例
ネットワークデータ

実施範囲 Ｉ／Ｆ：インタフェース

発電実績

蓄電・
放電実績

発電実績

電力使用
実績

発電実績

電力制御

プローブ
情報

充電実績

認証

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

モビリティ
（上五島、福江）

モビリティ
（上五島、福江）

太陽光
発電

Ｉ
／
Ｆ

実
績
取
得
端
末

大規模
太陽光
発電

大規模
太陽光
発電

Ｉ
／
Ｆ

実
績
取
得
端
末

蓄電池蓄電池
Ｉ
／
Ｆ

実
績
取
得
端
末

スマートコミュニティICT基盤への要求事項

柔軟性
・ノード変更や地域連携に対応

柔軟性
・ノード変更や地域連携に対応

統一的
・様々な機器を統一的に制御

統一的
・様々な機器を統一的に制御

セキュア
・攻撃、故障、災害への対応

セキュア
・攻撃、故障、災害への対応

QoS
・優先順位に応じた通信品質

QoS
・優先順位に応じた通信品質

中立的
・技術的に中立である事

中立的
・技術的に中立である事

技術標準への対応（NIST、IEEE P2030など）技術標準への対応（NIST、IEEE P2030など）

中小規模ビル
（福江港ターミナル）

中小規模ビル
（福江港ターミナル）

温湿度
CO2等
センサ

電力実績
取得端末

Ｉ
／
Ｆ

電
気
・空
調
設
備

検討範囲

リソース指向

環境センサー

ネットワーク
【RESN】

リソース指向
モビリティセンサ

ネットワーク
【RMSN】 充電

ｽﾀﾝﾄﾞ

EV

電力実績
取得端末

Ｉ
／
Ｆ

Ｉ
／
Ｆ

各種

センサ

※制御データの提供に
よるマニュアル操作等

Copyright©2010 Keio University. All rights reserved. 
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駐車場駐車場

サーバールーム（休憩室）

３．事業の実施内容 － 実施イメージ

サーバールーム（休憩室）

会議室会議室

共有スペース共有スペース

分電盤分電盤

太陽光パネル

各種センサ

各種センサ

電力計測器

EV

五島におけるＥＶ、充電器
利用データ

・センサ情報・センサ情報

・使用実績・使用実績

・使用実績・使用実績

ネットワーク(有線/無線）

福江港ターミナル

リソース管理用サーバ・ネットワーク機器

赤文字：設置予定機器等

：取得データ

通信モジュール

各種センサ GPS端末

インターネット接続

・ＥＶのプローブ情報を取得。

・センサ、GPS端末はポータブル端末
を想定。（設置不要）

充電
ｽﾀﾝﾄﾞ
NW

・位置情報
・センサ情報
・プローブ情報

・位置情報
・センサ情報
・プローブ情報

・発電実績
・使用実績

・発電実績
・使用実績

EV
プローブ

NW

充電
ｽﾀﾝﾄﾞ
NW等

・使用実績・使用実績

手運用も想定

ICカード
充電器

携帯網

Copyright©2010 Keio University. All rights reserved. 



CHAdeMO協議会第3回整備部会３．事業の実施内容 – 長崎EV&ITSとの関連①（再掲） ＳＣ

中規模ビル

大規模ビル

供給サイド 需要サイド

①電力需給管理：需給予測、発電指令、需要調整
②発電量予測・管理：太陽光／風力発電の発電量予測
③需要予測・管理：スマートメーターによる検針・需要量把握
④デマンドレスポンス管理：スマートハウス、スマートビルのデマンド制御
⑤EV需要予測・制御：充電インフラ、パーキングの需要予測・制御

①電力需給管理：需給予測、発電指令、需要調整
②発電量予測・管理：太陽光／風力発電の発電量予測
③需要予測・管理：スマートメーターによる検針・需要量把握
④デマンドレスポンス管理：スマートハウス、スマートビルのデマンド制御
⑤EV需要予測・制御：充電インフラ、パーキングの需要予測・制御

送電網

スマートハウス

電力会社

充電インフラネットワーク

変電所

②

③

⑤

④

①

ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆﾃｨを実現する５つの領域ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆﾃｨを実現する５つの領域

網掛けの領域に関する情報収集・活用の検討、標準化の検討を行う。（点線はシミュレーション）

コントロールセンタ

電力の流れ

情報の流れ

蓄電池

太陽光発電

風力発電

火力発電
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３．事業の実施内容 - 長崎EV&ITSとの関連②（再掲） EV・充電器

充電器 充電インフラセンタ

網掛けの領域に関する情報収集・活用の検討、標準化の検討を行う。

①運用観点 ：利用者の利便性と安心感・運営の効率性を向上する、マンパワーに拠らない自立的な仕組の実現。

②スマートグリッド観点 ：EVをエネルギーリソースと見立てた需要管理・需要誘導。（及び将来的なV2Gの基礎の構築）

平成２１年度平成２１年度 株式会社ＮＴＴデータ株式会社ＮＴＴデータ
電気自動車普及環境整備実証事業電気自動車普及環境整備実証事業

充電スタンド利用カード充電スタンド利用カード

平成２１年度平成２１年度 株式会社ＮＴＴデータ株式会社ＮＴＴデータ
電気自動車普及環境整備実証事業電気自動車普及環境整備実証事業

充電スタンド利用カード充電スタンド利用カード

想定実現範囲
対象外

EV（電池）モニタリング

・認証情報 ・認証情報
・充電スタンド情報
・使用電力情報

・EVデータ
（プローブ情報など）

・最適充電
スタンド情報

・充電完了通知

・EVデータ
（位置情報、電池情報など）

・最適充電
スタンド情報

スマート
コミュニティ

センタ

・EVデータ
（プローブ情報）

・使用電力情報

・ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾚｽﾎﾟﾝｽ

・ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾚｽﾎﾟﾝｽ

カーナビゲーション ITSセンタ携帯・PC

・利用者認証
（ICカード、EV本体による認証）

・充電スタンド情報の取得
（利用実績、使用電力量、故障検知）

・利用者管理、認証

・充電スタンド情報管理
（利用実績、使用電力量、故障検知、満空情報、予約）

・ユーザへの充電スタンド情報提供

・EV電力需要管理・予測

・EVプローブ取得の取得
（走行状況、電池状況などの実績）

・EVプローブ情報の表示
・充電スタンド情報の表示

（満空、故障、最寄など）

・EV利用ステータス情報、プローブ情報の取得

・カーナビゲーションへの充電スタンド情報提供

・EV利用ステータス情報の表示
（空き情報、位置情報、充電状況など）

・充電スタンド情報の表示
（満空、故障、最寄など）

・充電スタンドの予約

・充電完了、予約完了メール
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３．事業の実施内容 － プロジェクト実施体制

最高責任者：慶應義塾大学・塾長 清家 篤

標準化部会

PMO（運営事務局）
・慶應大学

-西宏章 准教授
-小川克彦 教授
-植原啓介 准教授
-久保亮吾 助教
-川嶋弘尚 名誉教授
-太田純 特別研究教授
-戸越俊朗 共同研究員
-慶應義塾大学 事務担当

・株式会社NTTデータ
・日立情報通信エンジニアリング㈱

プロジェクト連絡会

実施体制

標準化対象範囲の確定

通信データフォーマット
の定義（XML）

通信プラットフォームの
定義

標準化対象範囲の確定

通信データフォーマット
の定義（XML）

通信プラットフォームの
定義

プロジェクト参画企業
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報
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Ｋ
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セ
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セ
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ン
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ナ
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ニ
ッ
ク
電
工

パ
ナ
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ニ
ッ
ク
電
工

三
菱
重
工
業

三
菱
重
工
業

プロジェクト代表者：慶應義塾大学・准教授 西 宏章

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ

長崎ＥＶ＆ＩＴＳ

長崎県

地元協議会

連携連携
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凡例凡例

３．事業の実施内容 － 実施スケジュール

2010年 2011年

４月～６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

各社開発・試験各社開発・試験 福江港
環境構築・試験

福江港
環境構築・試験

プロジェクト立上げ
/実施計画策定

プロジェクト立上げ
/実施計画策定 実証実験実施実証実験実施

▲6/11 プロジェクトキックオフ

▲6 /4 採択決定

▲7月 各社開発着手

▲4/9
提案書提出

▲3月

総務省報告

撤去撤去

報告書作成
/次年度計画作成

報告書作成
/次年度計画作成

設備撤去有無の検討（仮）設備撤去有無の検討（仮）

実施・工事内容説明（仮）実施・工事内容説明（仮）

マ
イ

ル
ス

ト
ー

ン

▲1月

実証実験開始

▲11月中旬

福江環境構築

福江港での作業実施

実証事業は以下のスケジュールで実施する予定

実施事前説明（仮）実施事前説明（仮） 次年度計画説明（仮）次年度計画説明（仮）

長崎関係各位との調整事項

総
務

省
実

証
調

整
計

画
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